
～鹿嶋市立鹿島中学校 第２学年を日本一の学年にするための学年通信～
第５縫 令和３年 ６月３０日（水）

６月２３日～２６日に県東地区総体が行われました。２年生の皆さんも選手として，応援として参加し，サッカー部
・男子バレーボール部・男子柔道部・女子剣道部・女子バドミントン部・新体操部が見事県大会出場を決めました。惜
しくも県大会を逃した部活動も，Good Loser として最後まで戦い抜いた姿は輝いていました。３年生の皆さんお疲れ
さまでした。３年生が抜けた部活動では新チームが始動します。部活動に関しては，皆さんが「鹿島中の顔」となるわ
けです。鹿島中の伝統を汚さぬよう，１人１人が努力を重ね，約１００日後に迫った新人戦に向けて突き進もう！！

■発想の順序を「逆」にしてみる！！
「やる気が無いから勉強・練習できない」という考え方。
つまり，「１．やる気」 → 「２．勉強・練習」

「ひとつだけ拾えば， やる気が「先」で，

ひとつだけきれいになる」 勉強や練習が「後」だと考えているのかもしれません。

～心を洗い，心を磨く，生き方～ 正しい考え方はこうです。

鍵山秀三郎より 「１．勉強・練習」 → 「２．やる気」
たとえば学校の勉強。 つまり――

まず「勉強や練習」を行う，その結果「やる気」が出て
一生懸命勉強してもしなくても，もしかしたら結果が同じ点数の時 くるという考え方です。

もあるかも知れません。 勉強や練習するのが「先」で，
やる気が出てくるのは「後」なんです。

「だから，勉強しても，しなくても同じ」と考える子供がいたとしたら，
それは大きな間違い。今回は同じであっても，努力の成果は必ず， これは，大掃除をする時の心理状況と似ています。
明日から先の成績に大きな差となって表れます。 最初はやりたくなかったけど，

掃除をし出したら気持ちが乗り，
私の場合もそうでした。小学生の時，岐阜は山奥の疎開先で過 ドンドンきれいになった経験はありませんか？

酷な労働を手伝いました。大人達から「骨が曲がるぞ」と心配され それと同じで，先に「行動」することが全てなのです。
るぐらいの過酷な労働でした。そんな努力をしたのにもかかわらず， ですから，「やる気を出す方法」を探しているうちは，
収穫としては報われないことばかりでした。 絶対にやる気が出ませんし，成績も上がりません。

行動が「先」で，やる気は「後」。
ところが私は，その後の人生において大きな収穫を得ることになり この正しい法則を知って，今までやる気が起きなかった

ました。 自分の「やる気スイッチ」を押してみよう！

誰にも負けない「忍耐心」

この「忍耐心」が備わっていたために，社会人になってからのあら
ゆる困難に立ち向かうことができました。

このように，努力は必ずしも，そのままの形で成果として現れること
はないかも知れません。
しかし，努力は形を変えて必ず報われます。

もともと，すぐに報われるような努力は努力したうちに入りません。

努力とはやってもやっても報われないことを決してあきらめないこと。

なかなか結果に結びつかないことに対してさえも一生懸命やるこ
と。これが本当の努力です。

決して，ムダな努力はありません。

１ 木 管理訪問 １７ 土
２ 金 英語（2D）授業公開 １８ 日
３ 土 １９ 月
４ 日 ２０ 火 第 1学期終業式
５ 月 海の安全教室（3校時） ２１ 水 県総体
６ 火 ２２ 木 県総体/海の日
７ 水 スマイルタイム ２３ 金 県総体

英語プレゼンテーショ スポーツの日
ンフォーラム鹿行大会

８ 木 実力テスト/SC 相談日 ２４ 土 県総体
子育て懇談会

生徒会役員選挙

９ 金 ２５ 日 県東地区吹奏楽コ
ンクール/県総体

１０ 土 ２６ 月
１１ 日 ２７ 火 オリンピック全校応援

１２ 月 ２８ 水
１３ 火 ２９ 木
１４ 水 スマイルタイム ３０ 金
１５ 木 ３１ 土
１６ 金

鍵山 秀三郎（かぎやま ひでさぶろう，1933
年 8 月 18日-）は，イエローハットの創業者。
また，日本を美しくする会の相談役でもある。
掃除をテーマにした活動・講演を全国各地で
行っている。


